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県糖会識員選挙

　投票日　4月11日
市長、市議金議員選挙

　投票日　4月25日

一 回
会
　
議
一
市
　
例
第
定

ま
ず
公
共
事
業
の
促
進

住
み
よ
い
十
日
町
市
建
設
へ

市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
去
る
四
日
か
ら
開
か
れ
、
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
案
の
審
議
に
先
だ
ち
、
五
日

午
前
十
時
か
ら
市
長
の
施
政
方
針
演
説
が
あ
り
ま
し
た
。
市
長
は
冒
頭
に
「
私
は
今
期
限
り
で
市
長
の
職

を
退
く
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
十
日
町
市
将
来
の
基
本
的
方
向
を
明
確
に
す
る
職
責
が
あ
る
。
」
と
し
て

そ
の
所
借
の
一
端
を
述
べ
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

　
一
九
七
〇
年
も
二

年
目
を
迎
え
、
日
本

の
国
内
情
勢
は
一
つ

の
転
換
期
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は

公
害
現
象
で
あ
り
、

物
価
問
題
で
あ
り
、

交
通
戦
争
で
あ
り
、

ま
た
大
き
く
は
国
際

経
済
の
締
め
つ
け
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
家

情
勢
の
な
か
で
、
十

日
町
市
の
発
展
を
促

進
す
る
方
策
を
考
え

る
と
き
、
つ
ぎ
の
五

つ
の
柱
を
考
え
す
し

て
十
日
町
市
の
発
展

は
あ
り
得
な
い
と
確

信
し
、
基
本
方
針
と

い
た
し
ま
し
た
。

北
越
北
線
は

43
年
度
開
通

　
　
　
　
　
鍵
讐
㎜
騨
軒
蹴
’

　
そ
の
第
一
は
公
共
事
業
を
促
進

し
、
民
生
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
言
え
る
こ
と
は
社

会
資
本
の
充
実
を
は
か
り
、
生
活
環

境
を
整
備
し
て
い
る
地
域
は
過
疎
現

象
が
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
を
考
え
る
と
き
、
公
共
事

業
の
導
入
に
よ
る
地
域
開
発
が
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
は
論
を
待
た
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
昭
和

四
十
六
年
度
着
工
、
昭
和
五
十
年
完

成
と
い
う
備
想
が
決
定
し
そ
の
通
過

地
及
び
停
車
駅
に
つ
い
て
十
日
町
市

で
も
郡
内
町
村
長
と
の
連
名
に
ょ

り
、
一
月
十
七
日
関
係
先
に
陳
情
し

一一

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
研
究
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
今
秋
決
定
ま
で
に

は
政
治
的
に
も
強
力
な
運
動
が
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
北
越
北
線
に
つ
い
て
は
六
日
町
側

の
す
い
道
工
事
と
、
十
日
町
ま
で
の

用
地
の
貿
収
で
咋
年
は
五
億
五
千
万

円
で
あ
り
ま
し
た
が
本
年
は
大
巾
に

翻
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
・
昭

和
四
十
八
年
度
十
日
町
、
六
日
町
間

の
開
通
も
宰
現
さ
れ
る
公
算
が
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

　
国
道
二
五
三
号
線
は
十
一
月
末
の

異
常
降
雪
で
、
な
だ
れ
の
危
険
な
ど

の
た
め
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
工
事

中
止
命
令
が
出
さ
れ
る
な
ど
思
わ
ぬ

事
態
か
ら
今
冬
の
通
行
は
不
能
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

舗
装
も
完
成
し
、
み
な
さ
ん
の
刹
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
本
町
通
り
の
道
路
拡
巾

及
び
二
五
二
号
線
の
改
良
に
つ
い
て

一
般

会
計

一
九
億
一
七
万
円

投
資
的
経
費
三
五
・
一
欝

市
民
会
館
建
設
に
一
億
七
千
万
円

　
　
去
る
四
日
か
ら
開
円
（
十
八
・
一
％
）
で
こ
れ
は
道
路
新

　
か
れ
て
い
る
三
月
定
設
改
良
一
億
二
千
六
十
八
万
円
（
前

例
市
議
会
に
上
程
さ
年
に
比
べ
二
千
六
百
四
十
八
万
円
の

　
れ
た
、
昭
和
四
十
六
増
）
橋
架
新
設
改
良
に
二
千
七
百
四

年
度
の
十
日
町
而
一

般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
は
、
十
九
億
十
七

万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比

ぺ
て
四
億
二
千
九
百
六
十
九
万
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
国
保
、
直
診
会

計
な
ど
特
別
会
計
を
合
わ
せ
る
と
二

十
二
億
八
千
百
十
五
万
四
千
円
と
い

う
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
才
出
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
土
木

費
が
三
億
四
千
三
百
六
十
一
万
一
千

十
一
万
円
、
雪
害
対
策
関
係
に
三
千

九
百
四
十
五
万
円
、
都
市
計
圃
関
係

に
八
千
五
百
九
十
一
万
円
、
公
営
住

宅
建
設
二
千
三
十
九
万
五
千
な
ど
が

お
も
な
も
の
で
す
。

　
つ
ぎ
に
教
育
費
で
は
三
億
六
百
四

万
円
（
十
六
・
一
％
）
で
学
校
施
設

の
維
持
、
管
理
費
の
増
加
、
十
日
町

小
の
ス
テ
ー
ジ
、
津
池
冬
季
分
校
の

新
築
、
学
校
ブ
ー
ル
の
新
設
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
に
民
生
費
で
は
三
偲
二
百
二
十

六
万
七
千
円
（
十
五
・
九
％
）
で
生

活
保
護
費
の
増
加
、
ね
た
き
り
老
人

の
扶
助
、
老
人
性
臼
内
障
、
手
術
費

の
扶
助
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
七
十
五
才
以
上
の
老
人
が
医

者
に
か
か
っ
た
場
合
九
割
補
助
を
実

施
す
る
た
め
（
国
保
七
割
＋
老
令
者

医
療
扶
助
二
割
）
本
年
あ
ら
た
に
老

令
者
医
療
扶
助
制
度
を
設
け
、
六
百

万
円
の
予
算
を
計
上
、
ま
た
総
務
費

の
な
か
に
市
民
会
館
の
建
設
、
一
億

七
千
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
農
林
水
産
業
費
八
千
七

百
四
十
四
万
円
、
商
工
費
七
千
七
百

二
十
六
万
五
千
円
、
消
防
費
七
千
八

百
十
七
万
二
千
円
、
衛
生
費
一
慮
百

十
二
万
六
千
円
、
災
害
復
旧
費
二
干

百
四
十
八
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

も
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
を
大
巾
に
上
ま

わ
る
予
算
確
保
の
見
と
お
し
が
つ
き

ま
し
た
。

　
市
道
の
整
備
を
重
点
に

　
ま
た
、
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
は
じ
め
て
一
億
円
の
大
台
に
の

せ
、
道
路
、
橋
架
を
あ
わ
せ
て
昨
年

よ
り
三
千
八
百
万
円
増
の
一
億
四
千

八
百
万
巴
を
計
上
し
、
市
内
全
域
に

わ
た
る
市
道
の
整
備
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
水
資
源
の
確
保
や
中
小

河
川
の
改
修
事
業
、
治
山
治
水
の
た

め
の
砂
防
事
業
な
ど
市
民
の
民
生
安

定
の
た
め
の
事
業
推
進
を
図
ら
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
常
動
交
通
指
導
員
の

　
設
置

　
ま
た
年
々
激
増
す
る
変
通
事
故
の

防
止
と
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を
は

か
る
た
め
、
新
た
に
二
名
の
常
勤
交

通
指
導
員
を
置
く
こ
乙
に
し
ま
し

た
。　
ア
ー
ケ
ー
ド
施
設
に

　
三
割
補
助

　
第
三
の
柱
は
産
業
の
振
興
と
近
代

化
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
機
会
の
あ
る
毎
に
新
潟
県
は

日
本
に
お
け
る
米
の
生
産
基
地
と
し

て
の
立
場
を
堅
持
し
、
良
質
な
し
か

も
う
ま
い
米
の
生
産
地
と
し
て
全
国

的
に
一
率
な
生
産
調
整
及
び
買
入
れ

制
限
割
当
て
に
反
対
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
段
階
の
余
剰
米
の

量
な
ら
び
に
経
済
通
念
か
ら
み
て
可

能
な
範
囲
の
協
力
は
止
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
農
家
及

び
農
業
団
体
と
十
分
協
議
し
、
そ
の

対
策
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
本
年
度
予
算
に
も
特

産
振
興
対
策
な
ど
の
ほ
か
本
年
度
は

林
業
構
造
改
善
の
た
め
の
費
用
を
新

規
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
商
工
業
の
振
興
と
近
代
化
に
つ
い

て
は
織
物
産
地
構
造
、
改
善
事
業
補
助

金
の
増
額
、
中
小
企
業
設
備
改
善
資

金
の
増
額
の
ほ
か
、
新
た
に
商
店
街

近
代
化
の
た
め
ア
ー
ケ
ー
ド
施
設
の

三
力
年
三
割
補
助
金
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

大
黒
沢
団
地
に
公
営
住
宅

　
第
四
は
生
活
環
境
の
整
備
と
住
民

負
担
の
軽
減
で
あ
り
ま
す
。

　
公
害
．
対
策
及
び
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
先
に
述
べ
ま
し
た
が
住
宅
関

係
で
は
大
黒
沢
団
地
に
公
営
住
宅
十

二
戸
の
建
設
に
着
手
し
、
昨
年
着
エ

い
た
し
ま
し
た
市
民
会
館
は
本
年
度

競
雛
に
二
千
八
百
万
円

　
第
二
の
柱
は
福
祉
行
政
の
推
進
で

あ
り
ま
す
。

　
一
昨
年
以
来
敬
老
祝
金
、
ね
た
き

り
老
人
見
舞
金
、
児
童
手
当
重
度
心

身
障
害
児
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
制
度
化

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

さ
ら
に
七
十
五
才
以
上
の
老
人
医
療

費
扶
助
六
百
万
円
、
ね
た
き
り
老
人

医
療
費
補
助
百
万
円
、
な
ど
を
新
規

に
予
鼻
化
し
市
民
の
医
療
負
担
の
軽

減
を
は
か
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一市議会本会議風景一

　
ま
た
下
条
保
育
所
を
四
月
」
日
か

ら
公
立
化
し
、
百
二
＋
人
の
園
児
を

保
育
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
公
害
対
策
に
つ
い
て
は
本
年
度
は

新
た
に
費
目
を
設
け
、
公
害
防
止
施

設
改
善
資
金
を
五
百
万
円
計
上
す
る

な
ど
施
設
改
善
の
為
の
融
資
制
度
を

確
立
す
る
一
方
、
公
共
下
水
道
の
認

可
設
計
の
た
め
の
費
用
を
計
上
す
る

な
ど
今
後
積
極
的
に
対
処
す
ぺ
き
重

要
間
題
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

一
億
七
千
万
円
で
秋
に
は
完
成
し
、

市
民
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
巾
広
い

活
用
を
望
ん
で
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
中
学
統
合
整
備
委
を
発
足

　
こ
の
ほ
か
、
都
市
公
園
、
十
日
町

公
園
の
用
地
買
収
、
未
解
決
で
あ
っ

た
ス
キ
ー
場
の
建
設
は
水
年
度
完
成

の
見
と
お
し
が
つ
き
、
教
育
施
設
の

整
備
充
実
を
期
す
る
と
と
も
に
今
後

の
大
き
な
問
題
と
し
て
中
学
校
の
適

正
化
を
は
か
る
た
め
、
中
学
校
整
備

統
合
研
究
委
員
会
の
発
足
な
ど
も
計

画
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
住
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
市
民
税
を
昨
年
に
引
き
続
き
、
本

年
度
は
一
挙
に
標
準
税
率
ま
で
引
き

下
げ
を
行
な
い
、
そ
の
減
税
額
は
約

五
千
三
百
万
円
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
学
校
プ
ー
ル
、
道
路
、
橋
架
な

ど
の
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
も
そ
れ

ぞ
れ
引
き
下
げ
を
行
な
い
、
住
民
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　
山
間
地
の
冬
期
交
通

　
確
保
に
努
力

　
第
五
は
豪
雪
対
策
の
積
極
的
な
推

進
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
一
月
「
防
雪

モ
デ
ル
都
市
」
の
指
定
を
受
け
て
以

来
そ
の
資
料
調
査
と
現
地
調
査
の
た

め
数
度
に
わ
た
る
専
門
家
の
調
査
が

行
な
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
七
年
度
か
ら
は
具
体
的
な
防

雪
対
策
事
業
の
予
算
化
が
期
待
で
き

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
当
面
、
除
雪
対
策
、
道

路
の
無
雪
化
、
山
間
地
と
の
冬
期
交

通
確
保
な
ど
一
層
の
努
力
が
必
要
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
政
の
基
本
的
方
同

に
よ
り
昭
和
四
十
六
年
度
の
予
算
を

編
成
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

の
総
額
は
十
九
億
円
と
な
り
ま
し
た

　
な
お
そ
の
う
ち
投
資
的
経
費
は
約

六
億
六
千
万
円
、
総
額
の
約
三
十
五

％
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
そ
の
大

要
を
甲
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
税
を
減
桟

　
ま
す
、
歳
入
面
は
市
民
税
所
得
割

の
標
準
税
率
化
に
よ
っ
て
五
千
三
百

万
円
の
減
収
と
な
り
、
か
つ
基
礎
控

除
の
引
き
あ
げ
な
ど
に
よ
り
一
千
五

百
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
市
税

総
額
に
お
い
て
は
六
億
二
千
六
百
九

十
三
万
円
の
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
変
付
税
は
五
億
四
百
万
円
の
計

上
で
、
一
億
六
百
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
な
お
、
国
、
県
支
出
金
は
、
生
活

保
護
、
道
路
下
水
路
事
業
、
な
ど
に

よ
る
も
の
で
合
計
二
億
八
千
五
百
万

円
、
市
債
は
一
億
四
千
万
円
余
で
あ

り
ま
す
が
、
市
民
会
館
建
設
債
の
一

億
円
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
歳

入
合
計
は
十
九
億
十
七
万
円
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
給
水
戸
撤
は
六
千
七

　
百
戸

　
水
道
事
業
会
計
は
給
水
戸
数
六
千

七
百
余
、
一
日
平
均
給
水
量
を
約
七

千
ト
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
概
括
を
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
水
道
事
業
会
計
を
除
く
総
額

は
約
二
十
二
億
八
千
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。
財
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
効

果
的
な
予
算
執
行
に
努
力
す
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
格
段

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
路
整
備
に
三
億
四
千
万
円

　
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
件
費

増
が
八
千
四
百
万
円
に
の
ぽ
り
ま
し

た
が
、
消
費
的
経
費
を
極
力
抑
制
し

で
き
る
だ
け
投
資
的
事
業
の
伸
び
を

は
か
る
よ
う
つ
と
め
、
投
資
的
経
費

は
六
億
六
千
七
百
万
円
に
近
く
、
総

予
算
の
三
十
五
・
一
％
を
占
め
ま
し

た
。
歳
出
内
容
の
お
も
な
も
の
は
、

総
務
費
四
億
四
千
三
百
万
円
余
り

で
、
市
民
会
館
建
設
費
一
億
七
千
万

円
と
い
よ
い
よ
本
年
秋
に
完
工
い
た

し
ま
す
。

　
民
生
費
は
三
億
二
百
万
円
で
、
生

活
扶
助
関
係
が
一
億
三
千
万
円
に
近

く
な
り
、
と
く
に
老
人
医
療
対
策
を

と
り
あ
げ
、
市
独
自
で
老
令
者
医
療

扶
助
六
百
万
円
を
計
上
す
る
ほ
か
、

ね
た
き
り
老
人
扶
助
な
ど
、
老
人
対

策
関
係
に
、
二
千
八
百
万
円
、
計
上

し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
一
億
八
百
万
円
で
、
公

害
対
策
費
も
新
設
計
上
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
費
は
八
千
七
、
百
万
円
で

農
業
構
造
改
善
事
業
の
関
係
も
あ
り

二
千
百
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
　
商
工
費
は
七
千
七
百
万
円
で
、
と

く
に
織
物
産
業
の
構
造
改
善
、
新
規

開
発
を
ね
が
い
、
ま
た
ア
ー
ケ
ー
ド

施
設
補
助
金
は
二
百
二
十
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
と
く
に

重
点
施
策
と
し
て
積
極
的
に
そ
の
推

進
に
当
っ
て
き
．
ま
し
た
が
、
今
回
は
㎜

三
億
四
千
万
円
を
計
上
、
道
路
新
設
㎜

関
係
は
一
億
二
千
刀
円
、
橋
架
新
設

関
係
二
千
七
百
万
円
、
雪
害
対
策
三

千
九
百
万
円
、
都
市
計
画
関
係
八
千

六
百
万
円
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
大
黒
沢
団
地
の
第
一
歩
と

し
て
、
市
営
住
毛
二
棟
十
二
戸
を
建

設
す
る
た
め
、
二
千
万
円
余
り
を
計

上
し
ま
し
た
。

　
次
に
消
防
費
は
七
千
八
百
万
円
で

日
赤
の
協
力
を
得
て
A
級
救
急
車
に

更
新
し
、
そ
の
他
消
防
力
の
増
強
を
㎜

は
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
㎜

　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
三
億
六
百
脚

万
円
燐
＼
校
舎
増
築
、
プ
ー
ル
新
設
㎜

津
池
冬
分
新
築
、
十
日
町
小
ス
テ
i
…

ジ
の
設
置
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。
な
雌

お
新
制
中
学
校
は
、
生
徒
数
の
増
減
㎜

な
ど
各
校
に
わ
た
っ
て
総
合
的
な
整
㎜

備
計
画
を
練
る
必
要
が
あ
る
と
考
㎜

え
、
中
学
校
整
備
統
合
研
究
委
員
会
…

を
設
置
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
㎜

　
昭
和
四
十
五
年
度
甲
の
お
も
な
出
来
ご
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

【
四
月
】

・
交
通
指
導
員
設
置
。

・
市
議
会
第
二
回
臨
時
会
で
小
川
助
役
、
高
木
収
入
役
再
任
。

【
五
月
】

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
設
置
（
遠
方
監
視
制
御
装
置
）

【
六
月
】

・
一
日
～
五
日
県
市
合
同
公
害
特
定
施
設
実
態
調
査
。

・
八
日
　
十
日
町
公
園
基
本
計
画
出
来
あ
が
り
。

・
十
日
　
大
火
七
十
周
年
特
別
防
火
週
問
。

・
十
五
日
　
城
之
古
ツ
ツ
ガ
虫
病
発
生
。

【
七
月
】

・
二
日
　
市
防
災
会
議
、
災
害
危
険
箇
所
を
巡
視
。

・
八
日
　
市
民
会
議
高
場
山
下
ン
ネ
ル
等
を
視
察
。

・
十
一
日
　
市
民
会
館
着
工
（
工
事
費
二
億
一
千
万
円
）

・
十
三
日
～
十
六
日
　
市
内
施
設
見
学
四
回
実
施
。

・
飛
渡
第
二
小
学
校
完
成
。

【
八
月
】

・
二
十
二
日
　
用
途
地
域
計
画
の
公
聴
会
を
開
く
。

【
九
月
】

●
敬
老
祝
金
等
支
給

【
＋
月
】

・
一
日
　
国
勢
調
査
。

・
八
日
　
広
域
圏
協
議
会
発
足
。

【
†
一
月
】

・
二
十
五
日
　
県
政
懇
談
会

・
二
十
九
日
　
飯
山
線
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
。

【
士
一
月
】

・
市
の
最
新
鋭
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
車
配
置
。

・
十
一
日
　
越
冬
物
資
緊
急
輸
送
対
策
本
部
設
置
。

・
十
二
日
　
交
通
を
確
保
し
孤
立
を
防
ぐ
市
民
会
議
報
告
会
。

・
二
十
五
日
市
用
途
地
域
お
よ
び
準
防
火
地
域
指
定
施
行
。

【
一
月
】

・
雪
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
防
雪
モ
デ
ル
都
市
）
。

・
農
業
者
年
金
基
金
の
業
務
を
開
始
。

・
個
人
市
民
税
を
減
税
。

《
二
月
】

・
十
三
日
～
十
四
日
　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
。

【
三
月
】

・
四
日
　
第
一
回
定
例
市
議
会
　
一
般
会
計
十
九
億
十
七
万
円
。

『
）ぜ 9

，

／
ノ
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♪
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四
月
は
統
の

地
方
選
挙
で
す

市
長
選
は
記
号
式
投
票
に

画
四
月
は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
県
議
、
市
長
、
市
議
の
三
つ
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
選

げ

吻
』
挙
も
、
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が
る
身
近
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
の
手
で
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
行
な
い

％
り
っ
ぱ
な
十
日
町
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一一 選
　
挙
　
権

一
、
県
議
会
紬
員
選
挙

の
場
A
・

　
三
月
十
五
日
現
在
で
永
久
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ
る
こ

乏
。
（
登
録
資
格
は
、
昭
和
四
十
五
年

十
二
月
十
六
日
ま
で
に
十
日
町
市
の

灘
繋
塁
躍
禰
鱒
認
鱒
整
器
聾
認
恩
層
詔
駒
輔
認
盤
冒
鱒
口
鱈
認
葡
盤
騒
騒
冒
“
齢
鶴
算
盤
簿
階
鵠
鰯
認
器
■
＝
”
認
器
関
器
闘
認
認
開
認
鱒
醐
齢
認
闘
器
簡
認
騙
闘
鵠
髄
＝
認
■
器
騰
器
器
凹
器
腸
認
器
闘
開
醜
”
囎

市内

の
河
川
の
蒲
濁

防，

止
対
策
に
つ
い
て

説
鯛
』
て
て
だ
さ
い

〔
答
〕
市
内
の
河
川
の
汚
濁
防
止

対
策
に
つ
い
て
は
、
三
本
の
柱
を

考えてい

ま
す
。

①
第
一
の
柱
は
、
公
共
下
水
道

の
建
設
で
す
。

　
四
十
五
年
度
は
、
公
共
下
水
道

建
設
基
本
調
査
（
予
算
二
百

万
円
y
を
実
施
中
で
、
三
月
．

ま
で
に
基
本
計
画
が
ま
と
ま

り
ま
す
。

工
場
に
お
け
る
第
一
次
汚
水
処
理

の
実
施
で
す
。
公
共
下
水
道
が
で

き
て
も
、
無
制
限
に
汚
水
を
流
し

て
よ
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
終
末
処
理
場
の
設
計
能
力
を
超

え
て
は
、
汚
水
浄
化
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
下
水
道
計
画
区

域
の
内
外
、
水
量
の
多
少
に
か
か

わ
ら
す
、
市
条
例
に
よ
っ
て
工
場

　
四
十
六
年
度
に
は
、
い
よ
い
よ

公
共
下
水
道
認
可
．
設
計
に
着
手

（
予
算
四
百
万
円
）
、
四
十
七
年

反
起
工
を
メ
ド
に
具
体
的
雌
備
に

入
り
ま
す
。
地
表
水
と
下
水
を
分

離
す
る
分
流
方
式
で
、
流
末
に
は

終
宋
処
理
場
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

◎
第
二
の
柱
は
、
汚
水
発
生
源

マ
』
認
鱒
鷲
糎
霞
闘
鱒
認
袈
鷲
顎
舞
鱒
薩
器
袈
舶
”
器
”
臆
銘
闘
器
”
o
腰
器
o
I 排

水
の
水
質
基
準
を
定
め
、
汚
水

　発

生
源
で
の
第
一
次
処
理
を
求
め

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
昨
年
十
二
月
二
十
五
出

付
で
、
水
質
保
全
法
に
よ
る
「
信

濃
川
水
域
」
が
指
定
告
示
さ
れ
、

　
こ
の
七
月
一
日
か
ら
、
特
定
施
設

か
ら
排
塞
さ
れ
る
、
一
日
五
十
立

方
耕
以
上
の
汚
水
に
は
、
水
質
基

　
　
O
o
●
o
“
”
闘
輔
”
陥
轟
髄
0
9
認
闘
○
o
鱒
”
鴫
9
9
髄
鱒
o
o
”
餉
琵
”
”
胴
”
”
9
9
9
0
”
胆
9
0
墜
6
”
o
●
o

ゑ∂，’ノ！’4／3肋」

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き

続
き
十
日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
で
四
月
十
一
日
ま
で
に
満
二
十
才

に
な
ら
れ
た
人
で
す
。
）

　
次
の
場
合
は
県
議
選
挙

　
の
投
票
資
格
が
あ
り
ま

　
せ
ん

①
新
潟
県
外
に
転
出
し
た
人

②
新
潟
県
内
に
転
出
し
た
人
で
、
昭

和
四
士
五
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
選

挙
期
日
ま
で
に
、
市
町
村
外
に
二
回

以
上
住
所
を
移
動
し
た
人
。
（
た
だ
し

県
内
に
転
出
し
、
そ
の
後
引
き
続
い

て
転
出
先
に
居
住
し
て
い
る
人
が
、

投
票
当
日
投
票
所
で
投
票
す
る
時
は

転
出
先
の
市
町
村
長
か
ら
発
行
さ
れ

る
．
「
居
住
証
明
書
」
を
持
っ
て
投
票

所
に
き
て
く
だ
さ
い
。

・
十
二
月
十
六
日
以
降
十
日
町
市
に

転
入
さ
れ
た
人
で
前
の
住
所
の
投
票

所
で
投
票
を
す
る
人
は
、
十
日
町
市

長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
）

　
二
、
市
長
、
甫
議
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ハ
ロ
ハ
ロ
リ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

準
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
牒

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撰

　
該
当
工
場
で
は
、
汚
水
処
理
施

設
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
て
き
た

わ
け
で
す
。

分
離
配
水
で
す
。
発
生
源
で
一
次

質
基
準
に
適
合
す
る
処
理
は
困
難

　
　
で
す
。
し
た
が
っ
て
水
稲
の

　
　
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は

　
　
専
用
の
農
業
用
水
配
水
施
設

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
内
で
汚
濁
水
に
よ
っ
て
被
害

を
う
け
て
い
る
水
田
は
、
三
百
六

十
五
診
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
の
用
水
の
専
用
配
水
計
圃
に
つ

い
て
検
討
が
、
は
じ
ま
っ
て
い
ま

す
q

　
（
本
項
次
回
続
）
都
市
開
発
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

③
第
三
の
柱
は
、
農
業
用
水
の
㎜
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胤

処
理
を
し
て
も
、
農
業
用
水
の
水
…
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
の
場
合

　
本
年
の
四
月
十
三
日
現
在
で
永
久

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
で
あ

る
こ
と
．

　
登
録
資
格
は
、
昭
和
四
十
六
年
一

月
十
四
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
引
き
続
き
十

日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
四

月
二
十
五
日
ま
で
に
満
二
十
才
に
な

ら
れ
た
人
で
す
。

　
次
の
鳩
合
は
市
長
、
市

　
議
選
挙
の
投
票
資
格
が

　
あ
り
ま
せ
ん

　
市
外
に
転
出
し
た
時

　市内に

転
居
し
た
場
合
、
県
議
、

　市

長
、
市
議
選
挙
と
も
本
年
の
二

月
二
十
四
日
ま
で
に
転
居
の
届
出
を

し
た
場
合
は
、
新
し
い
住
所
で
投
票

で
き
ま
す
。

（
投
票
場
所
は
投
票
所
入
場
券
に
明

記
し
て
あ
り
ま
す
）

不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る

　
期
間

　
各
選
挙
と
も
告
示
の
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
で
土
曜
、
日
曜
も
受

け
付
け
ま
す
。
　
（
毎
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）

　
不
在
者
投
票
を
取
り
扱

　
う
場
所

　
市
役
所
内
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

室
及
び
下
条
、
水
沢
の
各
市
役
所
出

張
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る

　
人
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で

①
選
挙
人
が
、
そ
の
属
す
る
投
票
区

　
の
区
域
外
に
お
い
て
職
務
ま
た
は

　
業
務
に
従
事
中
の
人

②
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
の
た

　
め
投
票
日
に
市
外
に
旅
行
中
か
滞

在
中
の
人

③
投
票
日
に
手
術
、
出
産
な
ど
で
歩

　
行
で
き
な
い
見
込
み
の
人

④
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

　
た
病
院
（
十
日
町
市
で
は
、
十
日

　
町
病
院
、
中
条
病
院
）
に
入
院
し

　
て
歩
く
こ
と
の
困
難
な
人
は
、
そ

　
の
病
院
長
に
申
し
出
て
病
院
で
不

　
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
●

⑤
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
は
、
県

　
内
の
転
出
し
た
市
町
村
に
居
住
し

県議、市長市議選とも即日開票します

　
て
い
る
人
は
、
そ
の
市
町
村
長
の

　
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の

　
証
明
昏
」
を
添
え
て
、
不
在
者
投

　
票
用
紙
等
の
請
求
を
し
て
下
さ

　
い
。

　
告
示
日
以
降
に
転
出
さ
れ
る
人
は

選
挙
事
務
室
に
拘
寄
り
下
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
の
方
法

　
い
ま
ま
で
職
務
等
の
た
め
投
票
す

る
人
は
、
亭
業
主
の
証
明
書
が
必
要

で
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
選
挙
か
ら
証
．

明
書
が
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

印
鑑
を
持
参
し
投
票
当
日
不
在
で
あ

る
旨
の
申
し
出
を
し
て
宣
誓
書
（
選

管
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
す
れ
ぱ
、

す
ぐ
に
出
来
ま
す
。

　
出
稼
等
に
行
か
れ
た
人
の
不
在
者

投
票
は
、
告
示
か
ら
投
票
日
ま
で
の

期
間
が
短
か
い
の
で
早
目
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
又
、
不
在
者
投
票
の
請
求
及
び
宣

誓
書
の
提
出
は
、
告
示
前
で
も
で
き

ま
す
。

　
立
会
演
説
会

　
県
議
、
市
長
選
挙
と
も
立
会
演
説

会
を
行
な
い
ま
す
が
、
日
時
等
ま
だ

き
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
「
よ
く

聞
き
」
　
「
よ
く
考
え
」
て
十
日
町
市

発
展
の
た
め
む
だ
の
な
い
清
き
一
票

を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
時
問

　
各
投
票
所
と
も
午
前
七
時
に
開
き

ま
す
。
又
閉
じ
る
時
刻
は
投
票
所
ご

と
に
違
い
ま
す
か
ら
、
入
場
券
を
よ

く
見
で
投
票
し
て
下
さ
い
。

　
投
票
は
、
市
長
、
市
議
の
順
で

す
。
投
票
用
紙
は
、
市
長
が
「
白
地

に
黒
刷
り
」
で
、
候
補
者
の
氏
名
が

印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
投
票
し
ょ

う
と
思
う
人
の
欄
に
そ
な
え
つ
け
の

ゴ
ム
印
で
○
の
記
号
を
つ
け
る
こ
と

に
ょ
っ
て
そ
の
人
に
投
票
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
O
の
記
号
以
外
の
こ
と
を
記
入
し

た
り
、
候
補
者
の
誰
れ
に
O
印
の
記

号
を
つ
け
た
か
判
定
し
が
た
い
も
の

は
無
効
に
な
り
ま
す
。

　
市
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
赤
地

に
黒
刷
り
」
で
投
票
は
、
い
ま
ま
で

の
選
挙
と
同
じ
で
投
票
用
紙
に
投
票

し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
一

人
書
い
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
の
こ
と
で
不
明
の
点

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

　
選
管
専
用
の
有
線
電
話
を
三
月
一

日
か
ら
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
有
線
五
二
五
一
、
五
番
）

た
が
、
席
上
、
村
山
市
長
は
調
査
団

に
対
し
て
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
樹
立

に
当
っ
て
次
の
五
項
目
に
つ
い
て
十

分
配
慮
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し

た
。
①
積
雪
量
に
函
数
比
例
す
る
除
雪
費

の
増
加
。

②
消
雪
パ
イ
ブ
⑯
よ
び
深
井
戸
堀
削

　
と
地
下
水
の
枯
渇
現
象
。
．

③
耐
．
雪
建
築
物
の
固
定
資
産
税
の
軽

減
。

④
小
中
学
校
な
ど
教
育
施
設
の
増
大

　
に
伴
な
う
財
政
負
担
の
増
大
。

⑤
雪
害
を
水
害
な
ど
と
同
様
、
災
害

　
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
。

及
び
同
補
充
員
は
四
月
六
日
に
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
・
去
る
三
月
四

日
、
定
例
市
議
会
で
十
日
町
市
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充
員
を

選
出
、
つ
ぎ
の
各
氏
が
昭
和
四
十
六

年
四
月
七
日
か
ら
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
小
川
元
（
尾
崎
）
、
滝
沢
忠
太
郎

　
（
本
町
二
）
、
南
雲
幸
一
（
関

　
根
）
、
近
藤
豊
（
下
条
四
丁
目
）

▽
同
補
充
員

　
保
坂
辰
平
（
姿
）
、
柳
秀
夫
（
山

　
谷
）
高
橋
甚
平
（
大
池
）
、
太
田

義
英
（
北
鐙
坂
）

　胆腿闘皿llIll”闘皿凹皿1皿㎜

も
う
す
ぐ
一
年
生

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
さ
な
い
の
　
む
と
な
り
の
○
○
ち
ゃ
ん

　
　
一
㌧
ら
ん
な
壱
い
」
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闘

防
雪
都
市
づ
く
り
を
検
討

　
去
る
二
月
二
十
六
日
、
建
設
省
の

防
雪
都
市
建
設
調
査
委
員
会
が
当
市

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
塩
谷
山
形
大
学
教
授
忽
ど

調
査
委
員
五
名
の
ほ
か
、
建
設
省
計

画
課
、
北
陸
地
建
、
東
北
地
建
、
山

形
、
新
潟
両
県
、
日
本
能
率
協
会
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
米
沢
市
な
ど
三
十

五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

灘
難
灘
藩
嚢
．

建
設
省
調
査
団
が
来
市

　
こ
の
調
査
目
的
は
、
防
雪
都
市
建

設
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

そ
の
実
現
手
段
を
検
討
す
る
も
の
で

す
。
午
前
中
は
市
内
の
砂
利
道
の
除
雪

状
況
、
流
雪
溝
、
消
雪
パ
イ
プ
、

路
上
駐
車
、
横
町
の
路
上
消
雪
な
ど

を
視
祭
し
た
後
、
午
後
か
ら
「
都
市

機
能
の
阻
害
要
因
調
査
」
に
つ
い
て

　
■
鱗

　
ゑ
犠

轟
、

藤
跳
、

　
　
　
　
消
雪
状
況
豪
視
察
す
る

▼
調
査
の
進
捗
状
況

▼
中
間
報
告
▼
山
形
、
新
潟
両
県
の

除
雪
対
策

▼
国
道
の
除
雪

▼
今
後
の
進
め
方
　
を
字
識
経
験
者

か
ら
な
る
調
査
委
員
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
現
況
で
は
、
第
一
に

道
路
交
通
の
確
保
、
第
二
に
屋
根
雪

一
行

（
加
賀
糸
屋
町
で
）

の
処
理
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
道
路
交

通
の
確
保
に
つ
い

て
は
①
国
県
道
の

除
雪
対
策
の
お
く

れ
、
②
除
雪
道
路

と
、
横
町
や
小
路

、
郊
外
地
、
奥
地

の
無
除
雪
道
路
と

の
極
端
な
格
差
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た

そ
の
他
色
々
と

話
題
に
な
り
ま
し

固
定
資
産
税
な
ど
を
減
免

　
　
　
　
　
該
当
工
場
は
届
け
出
を

　
新
た
に
工
場
を
新
設
ま
た
は
増
設

し
た
と
き
は
、
十
日
町
市
工
場
設
置

奨
励
条
例
に
よ
っ
て
三
年
間
固
定
資

産
税
及
び
都
市
計
画
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

　
つ
ぎ
に
該
当
す
る
方
は
あ
ら
か
じ

め
市
税
務
課
な
い
し
商
工
課
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
対
象
と
な
る
も
の

一
、
市
内
に
工
場
、
機
械
、
構
築

物
、
器
具
を
新
設
ま
た
は
増
設
し
、

所
得
金
額
が
五
百
万
円
を
超
え
、
か

つ
常
用
雇
用
者
を
十
人
以
上
増
員
す

る
場
合
。

二
、
法
人
、
個
人
と
も
に
青
色
申
告

者
で
あ
る
こ
と
。

▽
奨
励
措
置

　
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を

三
年
間
不
均
一
課
税
で
減
免
し
ま

す
。
　
▽
不
均
一
課
税
は
つ
ぎ
の
と
お
り

　
第
一
年
度
課
税
百
分
の
二
十
五

（
免
税
百
分
の
七
十
五
）

　
第
二
年
度
課
税
百
分
の
五
十
（
免

税
百
分
の
五
＋
）

　
第
三
年
度
課
税
百
分
の
七
十
五

（
免
税
百
分
の
二
十
五
）

選
挙
管
理
委

員
を
選
出

第
一
回
窟
例
市
議
会
で

十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

限
度
額
は
八

十
万
円
に

　
　
産
業
育
成
資
金
の
貸
付

　
産
業
育
成
資
金
の
貸
付
隈
度
額
は

昭
和
四
十
六
年
か
ら
、
八
十
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
制
度
は
、
昭
和
四
十
一
年
以
来

貸
付
限
度
額
を
五
十
万
円
と
し
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
の
取
引
規
模
の
拡

大
に
と
も
な
い
引
き
上
げ
を
行
な
っ

た
も
の
。
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市
民
ぐ

る
み
の
雪
ま
つ
η

学
童
展
な
ど
に
人
μ
丸

7が
σ

欝
観
衆
…
｝
羅
魅
銅

欝醐繋羅

～

（
こ
の
婁
つ
り
は
、
市
内
各
所
に
作
ら
れ
た
芸
術
護

V
品
や
鉄
道
沿
線
、
校
庭
な
ど
に
作
ら
れ
た
学
童
作
品
を
ゾ

憶
呈
百
夜
の
豪
華
な
雪
上
カ
ー
ニ
バ
聚
ま
納

》
作
す
る
市
内
小
中
学
議
励
す
る
奮
ま
つ
り
鶏

》“
員
　
A
き
薯
志
二
＋
四
人
が
各
校
驚

嘱
し
ま
し
亮
　
　
…
姻

’
7
箋
竃

七色のライトをあびてくっき

りとうかぶマンモスステージ

「王官」ここで歌うプレゼン

トシヨー、着物シヨーなどが

繰り広げられた

纏∫ドヨ13ノ」季交び）デ1：。！直、たち

も参加。’マ『像か鉄道沿

線べ 校庭に．並んだ。

関係者有，とく24人か各校

を巡三回、1教1励した。

企
画
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
22
回
雪
ま
つ
り
反
省
会

　
市
雪
ま
つ
り
委
員
会
（
委
員
長
村

山
甫
長
）
は
、
去
月
二
十
二
日
商
工

福
祉
会
館
で
雪
ま
つ
り
の
反
省
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
、
①
T
B
S

全
国
ネ
ヅ
ト
で
雪
ま
つ
り
を
放
映

§
襲
§
§
§
い
§
い
い
§
い
§
§
§
い
§
§
い
い
§
§
§
い
§
§
§
“
§
§
§
§
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い
§
い
§
§
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§
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春のかおり青菜が最盛期

　信濃川に近い城之古の青菜田は、いま春のか

おりを乗せて青菜つみの人達でにぎわっている

　川沿いにもうけたこの青菜田は地下水による

消雪とビニールハウス栽培で約3町歩もある。

　ことしは天候に恵まれたせいか1月中旬頃か

らはしりが出るという例年よりも1カ月も早い

つみ取りで部落の人達を喜こばせているが1把

（2509）60円前後で出荷されている。

欝＿．㎜、、、榔㌧轡
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（
歌
う
プ
レ
ゼ
ン
ト
シ
ョ
ー
）
②
遠

距
離
客
が
急
増
し
、
二
日
間
の
観
客

は
延
一
J
十
二
万
人
で
あ
っ
た
。
③
市

民
ぐ
る
み
の
雪
ま
つ
り
参
加
と
し

て
、
大
規
模
作
品
二
十
一
、
市
内
十

三
力
校
の
学
童
作
品
な
ど
約
五
千
人

が
直
接
雪
ま
つ
り
に
参
加
し
た
と
の

、
麟
継

撫
秘
．
海

難
羅
謹

20を超える歪ξ術1乍1粘のなか

で、こび）f乍品r扇ゾ）r♪】・〉は

特にすぐれていた。〔写真は

特選金賞越後交通〕

輔←く北

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
問
題
点
と
し
て
、
今
後
国
道
二
五

三
号
線
の
無
雪
化
、
雪
ま
つ
り
の
P

R
の
湧
透
に
よ
り
、
さ
ら
に
観
客
の

急
増
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
①
駐
車

場
の
確
保
、
②
町
内
の
案
内
標
識
の

設
置
、
③
宿
舎
の
受
け
入
れ
体
制
、

④
中
魚
、
南
魚
な
ど
を
考
慮
し
た
広

域
雪
ま
つ
り
、
⑤
雪
ま
つ
り
企
、
圓
委

員
会
（
仮
称
）
の
設
置
な
ど
積
極
的

な
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

入
会
林
野
の
近
代
化
な
ど

林
業
構
造
改
善
を
実
施
．

市
農
林
課
は
林
業
経
営
の
近
代
化
を

図
り
、
未
開
発
山
林
を
美
林
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
山
林
生
産
額
の
飛
躍

的
発
展
を
図
ろ
う
と
、
林
業
構
造
改

善
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
林
業
構
造
改
善
事
業
は
昭
和
四
十

六
年
か
ら
昭
和
四
十
八
年
ま
で
の
三

力
年
間
で
、
総
額
七
千
四
百
万
円
の

事
業
費
で
実
施
す
る
も
の
。

嚢
計
画

事
業
実
施
計
画
の
内
訳
は
つ
ぎ
の

と
お
り
。
．

▽
入
会
林
野
の
近
代
化
、
事
業
費
八

＋
万
円

▽
林
道
の
開
設
、
事
業
費
四
千
二
百

万
円

▽
素
材
生
産
施
設
の
設
置
、
六
百
二

　
十
四
万
三
千
円

▽
造
林
施
設
の
設
置
、
八
百
四
十
七

万
三
千
円

▽
特
殊
林
産
物
生
産
施
設
の
設
置
、

　
八
百
七
十
一
万
五
千
円

▽
早
期
育
成
林
業
経
営
の
促
進
、
百

　
四
十
五
万
六
千
円

▽
協
業
の
推
進
、
四
十
万
五
千
円

な
ど
で
す
。

　
設
備
近
代
化
資
金
の
申

　
し
込
み
は
市
商
工
課
へ

　
昭
和
四
十
六
年
度
中
小
企
業
設
備

近
代
化
（
設
備
合
理
化
）
資
金
の
貸

付
希
望
の
方
は
四
月
十
五
u
］
ま
で
に

市
商
工
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

申
請
轡
用
紙
は
市
商
工
課
に
あ
り
ま

す
。

4
月
2
2
～
2
3
日

に
交
付

　
　
　
　
農
業
用
免
税
軽
油

　農業

用
免
税
軽
油
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
日
程
で
変
付
し
ま
す
。

一
、
交
付
期
間
　
昭
和
四
十
六
年
四

　
月
二
十
二
日
～
二
十
三
日

二
、
交
付
場
所
　
十
日
町
財
務
事
務

所
間
税
課

　
　
　
　
（
財
務
事
務
所
間
税
課
）

　
十
日
町
か
ら
川
治
を
通
り
、
県
道

十
日
町
ー
塩
沢
線
に
は
い
り
、
国
道

一
一
七
号
線
か
ら
四
キ
。
は
な
れ
た
地

点
に
、
ぽ
く
ら
の
学
校
が
あ
る
。
友

達
は
七
十
三
人
、
木
造
二
階
だ
て
の

小
さ
な
学
校
で
あ
る
。

　
道
路
は
多
額
の
費
用
を
か
け
て
工

渓
く

‘

日
の
内
容
を
や
り
通
し
、
結
果
を

「
が
ん
ぱ
り
表
」
に
記
録
す
る
や
り

方
だ
。
最
後
ま
で
が
ん
ぱ
る
に
は
、

「
運
動
を
し
か
ら
だ
を
き
た
え
る
」

こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
。

　
み
ん
な
苦
痛
を
感
じ
な
い
で
が
ん

ぱ
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
所
々
に
「
自
分
で
考
え
自

分
で
発
表
」
や
「
今
日
の
勉
強
あ
す

へ
の
力
」
な
ど
と
書
い
た
紙
が
あ

る
。
こ
の
一
枚
の
紙
が
、
ぼ
く
た
ち

を
勇
気
づ
け
て
く
れ
、
み
ん
な
を
明

の
学
校

六
箇
小
学
校
六
年

俵

事
を
し
て
、
今
年
は
冬
期
間
も
バ
ス

が
通
っ
た
。

　
校
庭
に
立
て
ぱ
、
四
季
お
り
わ
り

に
、
美
し
い
景
色
を
え
が
く
両
側
の

山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
南
を
見
れ

ぱ
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
北
を
見
れ

ば
細
長
い
谷
が
見
わ
た
せ
る
。

　
ぽ
く
た
ち
の
生
活
は
「
す
す
ん
で

学
習
し
、
力
を
合
わ
せ
最
後
ま
で
が

ん
ぱ
る
子
ど
も
」
を
め
ざ
し
て
、
毎

朝
、
運
動
を
す
る
。
曜
日
ご
と
に
内

容
が
ち
が
い
、
一
日
の
う
ち
に
そ
の

山

英

俊

る
く
い
き
い
き
さ
せ
て
く
れ
る
。

　
学
校
の
西
側
に
は
、
切
り
た
っ
た

絶
壁
が
あ
り
、
そ
の
上
は
「
つ
つ
じ

原
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
高
さ

は
約
百
駁
で
あ
る
。
朝
早
く
登
校
し

て
き
て
な
が
め
た
景
色
は
、
朝
日
に

よ
っ
て
、
新
雪
と
岩
は
だ
が
、
絵
の

中
に
あ
る
ア
ル
プ
ス
の
山
は
だ
を
お

も
わ
せ
る
よ
う
な
美
し
さ
に
な
る
。

　
卒
業
の
日
が
せ
ま
り
、
ぼ
く
た
ち

は
、
最
後
の
が
ん
ば
り
を
だ
し
た
い

と
、
毎
日
を
大
切
に
す
ご
し
て
い
る

ま
讐
〃
署
ぐ
『
ノ
4
峯
－

　
働
く
青
少
年
の
学
習
の
場
と
し
て

教
育
委
員
会
が
お
手
伝
い
し
て
い
る

い
く
つ
か
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

友
だ
ち
を
さ
そ
っ
て
お
お
い
に
刹
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
青
年
学
級

　
　
公
民
館
で
は
、
働
く
青
少
年
の

　
仲
間
づ
く
り
と
学
習
の
場
と
し
て

　
青
年
学
級
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
　
十
日
町
市
公
民
館
（
本
舘
）
で

◎
社
会
通
信
教
育

　
　
実
社
会
で
す
ぐ
に
役
立
つ
教
養

　
や
技
術
を
学
べ
る
「
文
部
省
認

　
定
、
社
会
通
信
教
育
」
が
約
百
五

　
十
課
程
あ
り
ま
す
。
入
学
申
し
込

　
み
は
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
で

　
き
ま
す
。

◎
公
民
舘

　
　
市
内
の
十
日
町
、
中
条
、
飛
渡

　
六
箇
、
川
治
、
吉
田
、
下
条
、
水

ご
利
用
く
だ
さ
い

仇
く
青
少
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
習
の
場

　
開
い
て
い
る
「
十
日
町
青
年
学

　
級
」
の
開
講
式
は
四
月
十
三
日
（

　
火
）
に
行
な
う
予
定
で
す
。

◎
高
校
通
信
教
育

　
　
県
内
で
利
用
で
き
る
高
校
通
信

　
教
育
は
、
新
潟
高
校
、
高
田
高
校

　
と
N
H
K
学
園
高
校
が
あ
り
ま

　
す
。
新
潟
高
校
の
場
合
は
、
十
日

　
町
で
毎
週
学
習
会
が
あ
り
、
年
数

　
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も
行
な
わ
れ
て

　
い
ま
す
。

　沢に

公
民
舘
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

　
に
は
職
員
が
い
て
、
青
年
学
級
そ

　
の
他
の
事
業
を
し
た
り
、
図
書
を

備
え
て
い
ま
す
。

◎
勧
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
働
く
青
少
年
が
余
暇
を
た
の
し

　
く
す
ご
す
施
設
と
し
て
勤
労
青
少

　
年
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に

　
は
、
軽
運
動
場
、
娯
楽
室
、
講
習

　
室
、
音
楽
室
、
図
書
室
が
あ
り
ま

す
。

“
　捌四蹴

　．　　　＼

芳
　『　■■圃ワー
　幽　の　口
　　噛

匹
“
わ
　　　　｛の

τ　

カ
ゼ
ノ
カ
ミ
（
風
の
神
）

　
稲
の
病
虫
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
数
多
く
の
農
薬
を
使
い
わ
け
し
て

い
く
今
日
の
農
業
と
ち
が
っ
て
、
「
コ
ヌ
カ
虫
が
出
て
稲
作
は
半

分
」
「
北
の
空
に
赤
い
星
が
出
て
人
々
は
不
安
の
気
持
ち
で
い
る
。

稲
の
出
来
具
合
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
む
か
し
の
記

録
に
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
す
か
五
十
年
ぱ
か
り
前
ま
で
の
農
業

は
、
何
の
防
衛
策
も
な
か
っ
た
。
虫
害
を
防
ぐ
た
め
の
「
ム
シ
ォ
ク

リ
（
虫
送
り
）
」
な
ど
、
つ
い
近
年
ま
で
四
日
町
、
高
山
、
水
沢
地

区
に
残
っ
て
い
た
が
、
唯
ひ
た
す
ら
に
祈
る
こ
と
以
外
に
方
法
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
自
然
現
象
に
対
す
る
予
防
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
さ
え
ど
う
に
も

な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
雨
乞
い
・
天
候
回
復
や
強
風
除
け
の
祈

り
は
、
農
民
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
大
切
な
行
事
で
あ
っ
た
。

　
二
百
十
日
（
九
月
一
日
か
二
日
）
の
大
風
は
、
や
っ
と
実
っ
て
き
．

た
稲
を
倒
し
て
し
ま
う
収
穫
直
前
の
災
難
で
あ
り
、
こ
の
日
は
鎮
守

様
や
風
の
神
を
ま
つ
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
へ
村
中
が
寄
っ
て
お
祈
り
を

す
る
。
神
主
や
坊
さ
ん
か
ら
ノ
リ
ト
（
祝
詞
）
や
お
経
を
あ
げ
て
も

ら
っ
た
り
、
カ
ザ
ミ
チ
（
風
道
）
と
い
っ
て
草
原
の
一
部
を
刈
り
払

っ
て
鎌
を
立
て
て
お
い
た
り
（
天
池
部
落
、
信
州
諏
訪
社
の
風
祭
り

の
影
響
が
あ
る
ら
し
い
）
、
山
の
上
の
大
杉
に
集
っ
て
酒
を
供
え
て

二
百
十
日
が
無
亭
に
済
む
よ
う
に
祈
っ
た
り
（
漆
島
部
落
）
、
そ
れ

ぞ
れ
の
部
落
で
風
祭
り
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
風
祭
り
が
ほ
と
ん
ど
の
部
落
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の

に
、
具
体
的
な
姿
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
例
は
市
内
に
少
な
い
。
三

ッ
山
部
落
の
福
原
家
で
は
、
内
鎮
守
と
し
て
数
基
の
石
神
を
も
っ
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
建
て
た
「
風
三

郎
」
碑
が
あ
っ
て
、
め
す
ら
し
い
存
在
で
あ
る
。

　
ま
た
、
川
治
地
区
新
屋
敷
部
落
に
は
写
真
の
よ
う
に
見
事
な
風
神

像
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
六
箇
へ
通
す
る
旧
道
の
傍
に
あ
り
、
大
き
な

風
袋
を
担
い
で
、
大
き
な
眼
を
あ
け
た
異
様
な
姿
は
、
郡
市
内
の
風

神
像
の
う
ち
で
は
圧
巻
で
あ
る
。
こ
の
風
の
神
が
、
農
民
た
ち
の
素

朴
な
祈
り
に
ど
の
く
ら
い
応
え
て
く
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
　
・
上
　
　
村
　
　
政
　
　
基

　
　
　
　
　
　
　
カ
ッ
ト
・
阿
　

部
　

十
　

郎

【
写
真
は
風
の
神
（
川
治
新
屋
敷
）
】
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＜3月行串のお知らせ＞

■社交ダンス講習会

　　27日午後7時

口茶道教室

　　29日午後7時

運動易

和室

■24日午後1．00－4、00　運営審議会　本館

■24日午後7．OO～9．00　十日町地区　本館

　　　　　　　運営委員会
■26日午後7．OO～9．30　青年学級研　本館

　　　　　　　究会
■28日午後1．OO～2．30　講演会　六箇地区

　　　　　　　　　　公民館

■社会福祉事業に寄付（敬称略）

金1，000円本町6丁目2涌井トミ
金25，000円　市内　ライオンズオラブ

金3，650円　本町4丁目　大島鴻之助

■香典返し

金5万円　　本町3丁目　根津万代

金5万円　　東京都　　　山下義彦

■十日町北ロータリークラブ（会長越村健次）

はこのほど甫内4ヵ校（東下組小、飛渡第二

小、真田小、野中小）にデスクオルガン各5台

を寄贈しました。

　　　進学、就職のシーズンです

　　　　　転居届は早めに

口3月から4月にかけて、入学、卒業ぐ就職、

転勤など、住所の変わる人が特に多くなりま

す。住所が変わるときには、忘れずに転居届

を出してください。

□転居の届出があると、旧住所の受持郵便局で

は、旧住所あてに来た郵便物を一年間だけ新

住所に転送します。

口転居届の用紙は、郵便局に用意してあります

　　　　　　　　（十日町郵便局）

16ミリ映写技術講習会

■3月24日～26日の3日間、公民館本館で16㍉

映写機操作技術の講習会を開きます。受講希

望者は3月ig日までに社会教育課か公民館へ

申し込んで下さい。　（社会教育課）

市税納付について

■昭和45年度分の市納税期は、2月末日で全部

終了いたしました。

■今月は年度末ですのでお忘れの方は至急完納

　くださるようお願いします。

　「お父さん、納税をすませてください。ぽく

の家」

検察審査会の活用を

■犯罪被害者で検察官の不起訴処分に不服の方

こは、検察審査会へ審査の申し立てを してくだ

　さい。

　＜事務局＞長岡、新潟、新発田、高田、佐渡

の各裁判所内、・長岡市信濃2丁目6番1号新

藍潟地方裁判所構内　長岡検察審査会事務局

電話代表（2）2141番

停電のお知らせ

■3月ig日午前9時～正午まで

市役所通り（角屋興業～国道l　I7号入口問）

■3月23日午前9時～正午まで

稲荷町3（十日町パソ隣り奥全部十日町駅西

側）

■3月24日午前9時～午後1時

十日町市と殺場～十日町上水道～中野建設

■3月26日午前9時～正午

山高線、角屋興業踏切より西側～十日町病院

通り突当り間

選管事務室を移転

■市選挙管理委員会は、4月の統一地方選挙事

務作業を行なうため、選管事務室を統一地方

選挙事務室とし、去月25日、市役所三階小会

議室に移転しました。

電話　代表（7）31H番

有線電話52515番

3月末までに手続きを
く引揚者特別交付金＞

■引揚者等に対する特別交付金の請求期限は昭

和46年3月31日までです。

口該当すると思われる方は、市社会福祉事務所

へ至急ご請求ください。

r特急とき」が六日町駅に停車

■4月2Q日からr特急とき」が六日町駅に停車

　しますのでご利用ください。

■一ヒり第1とき　7時28分

■下り第6とき22時13分

火の元に十分ご注意を

■市消防本部は4月1日から4月7日までを防

火週問とし、春季火災予防運動を繰りひろげ

　ます。

口各家庭でも火の元には十分ご注意ください。
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　　　　ちかづいた10年年金の支給

★IO年年金とは、国民年金に希望加入者がゆ年間納めて

65才の誕生日を迎えた場合に受けとる老令年金てす。

★国民年金が始まってIO年、本年4月で満65才を迎える

方に、いよいよ年金の支給がはじまります。

　　　　　受給手続き
★満65才に達した人、または65才に達しない人でも繰り

上げて年金支給を希望する人は、4月から老令年金裁

定請求書、あるいは通算老令年金裁定請求書を市民課

国民年金係に提出ください。

★この際窓口で、職歴、支払金融機関等をお聞きするこ

　とになります。

　　　　未納者はいますぐ納めましよう

★わずかiカ月の納め忘れがあっても年金額は6万円か

　らいっぺんに38，080円に減ってしまいます。

★そのうえ70才からは老令福祉年金（月額2，000円）に

切り替えられ、せっかく保険料をかけても意味がなく

なってしまいます。

★また免除を受けたことのある人で免除を受けた年度か

　らゆ年以内であればいつでも追納できます。

★ただし、昭和36年度分を追納する場合は、3月中

に納めないと時効により納められなくなりますのでご

注意ください。

　　　　碕効の保険料はいまのうちに

★国民年金の保険料は、納期から2年たちますと、時効

で納めようとしても納められなくなります。

★しかし今回のゆ年年金の支給開始をひかえ、できるだ

け多くの人から満額（6万円）の年金を受けてもらう

ため、特別な取り扱いで昭和47年6月まで（それまで

に65才になる人は65才になるまで）の間ならば時効に

なっている保険料を、1ケ月450円の計算で納めるこ

とができるようになっています。

★もし、ゆ年年金の該当者で、保険料を納め忘れている

方がありましたら、至急市民課国民年金係に納付の手

続きをしてください。

　　　　　離農給付金の支給は
農地等の所有者が農地等を処分して離農した場合、離

農給付金が支給されます。くわしいことは市農業委員会

にご相談ください。　〔その要件とは〕

◆55才以上でつぎの要件をみたす場合35万円

①経営移譲が後継者移譲でないこと。

②5年以上耕作しているか、または従事している者

③耕作の事業に供している面積が50アー・ル以上か、ま

　たは年間経営に投下する時間が700時間をこえる者

　（30アール以上50アール未満のもの）

④厚生年金などの被保除者でないこと（被保険者であ

　っても移譲の日までの期間が一年未満である者）

◆耕作面積が30アール以上で上記①②の要件を充たして

いる者　15万円

◆55才未満（20才以上）でつぎの要件を充す者　15万円

①経営移譲が後継者移譲でなく5年以上耕作の者

③農地等の面積が30アール以上で農業者年金に未加入

　または加入後3年未満の者
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